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1.1.1.1.    はじめにはじめにはじめにはじめに    

「熊本大学地域連携特別支援事業」は熊本大学と

熊本県との共催事業として平成 14 年度から 16 年度

まで実施されたが、著者は平成 15 年度と 16 年度の

2 年間に「Ｂ人材育成～21 世紀型グローバルシティ

ズンの育成～」「高大連携推進事業」「英語学習支援」

を担当した。本稿では、平成 16 年度に実施した「高

校教師向けの研修会講座」と「高校生向けのインタ

ーネットを用いた英語学習支援講座」という二つの

事業について述べるが、特に、高校英語学習支援に

活用したオープンソース Moodle について詳しく述

べこととする。 

 

2.2.2.2.    高校教師向高校教師向高校教師向高校教師向けのけのけのけの研修講座研修講座研修講座研修講座：「：「：「：「ITITITIT 環境環境環境環境をををを活用活用活用活用したしたしたした英英英英

語学習支援講座語学習支援講座語学習支援講座語学習支援講座」」」」    

本学生涯学習教育研究センター主催の「平成 16

年度熊大サマースクール」は、従来学内でそれぞれ

に実施されていた事業をまとめて開催されたもので

ある。「教員向け能力開発講座」に４講座、「高校生・

一般向けイキイキ好奇心講座」に２講座そして「中

高生向けワクワク科学講座」に２講座の合計８講座

が開講された。著者は「教員向け能力開発講座」の

カテゴリの一つである｢IT 環境を活用した英語学習

支援講座｣を担当した。 

 

2222----1. 1. 1. 1. 講座受講者講座受講者講座受講者講座受講者    

    本講座は熊本県内の高校英語教師向けの講座とし

て 20 名の定員で参加者を募った。新規の企画であっ

たため、広報活動には苦労したが 12 名の参加を得る

ことができた。 

2222----2222. . . . 講座講座講座講座開催趣旨開催趣旨開催趣旨開催趣旨    

 講座開催の趣旨は次の通りである。「IT 環境の発

展と共に教育環境も変化している中で、熊本大学の

英語教育においてもコンピュータ・ネットワークが

活用されている。学習教材は学内の PC 端末だけでな

く学外からも利用できるようになっていて、

e-Learning システムを用いた学習指導が行われて

いる。この講座では、熊本大学における CALL 教育及

び CMS (Course Management System) /LMS (Learning 

Management System) と呼ばれる e-Learning ツー

ルの 1 つである WebCT を用いた英語教育を紹介する

と共に、ネットワークを活用した英語教育改善策を

提案する。Web 上で活用可能なリソースや教材開発

ツールの紹介を行うものである。」(募集要項より) 

2222----3333. . . . 講座内容講座内容講座内容講座内容    

 具体的な講座内容は以下の通りである。 

 (1)熊大サマースクール「IT 環境を活用した英語

学習支援」講座について 

(2)熊本大学地域貢献特別支援事業「高大連携事

業：英語学習支援」について 

(3)熊本大学の英語教育の実態と改革について 

(4)熊本大学における CALL 教材を用いた授業につ

いて 

 (5)e-Learning システム WebCT について 

 (6)Web 上の資源を活用した教材開発について 

 (7)CALL 教材・WebCT 教材学習体験 

 (8)高校生を対象とした英語学習支援について 

2222----4444. . . . 成果成果成果成果    

講座に参加して頂いた先生方に熊本大学で行われ
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ているコンピュータを活用した英語教育について、

全学的に運用されている WebCT を用いた学習環境に

ついて、更に IT 環境を活用した英語学習支援に関し

てご理解と関心を持って頂くことができた。参加者

の中で 1 名の方ではあったが高校で授業を担当され

ている 3 クラスで高校生に対する学習支援事業に参

加頂くことになったことは大きな成果であった。 

 

3. 3. 3. 3. 高校生向高校生向高校生向高校生向けのけのけのけの英語学習支援講座英語学習支援講座英語学習支援講座英語学習支援講座：：：：「「「「eeee----Learning Learning Learning Learning 

English on MoodleEnglish on MoodleEnglish on MoodleEnglish on Moodle」」」」    

 「熊本大学地域貢献特別支援授業」の一環として

「e-Learning Station」が Web 上に開設された。当

初本学に全学的に導入されている WebCT をプラット

フォームとして使用する予定であったが、ライセン

スの関係でオープンソースである Moodle を使用す

ることとなった。ここでは「熊本文化」「教育」「情

報技術(IT)」「高大連携」という 4 つのカテゴリで

15 講座がオンライン型の公開講座として開講され

た。講座は一般を対象としたものであったが、著者

が担当した「英語学習支援講座」は高校生のみを対

象にしたものであった。 

 

3333----1. 1. 1. 1. 講座講座講座講座のののの形態形態形態形態 

 講座はクラス単位で構成され、高校の教科担当の

先生も参加され、指導形態は大学担当者と所属高校

の先生とのティーム・ティーチングとなる。インタ

ーネットを用いたオンライン型の出前講義のような

ものである。 

3333----2. 2. 2. 2. 講座講座講座講座のののの内容内容内容内容 

 本講座は高校生を対象としたものであり、講座担

当者が高校生のために作成した教材を使用した英語

の聞き取りの演習を行うことによって基本的なリス

ニング力の向上を図ることを目的とした。著者は高

校生が興味・関心を持つような内容のものを厳選し

て教材を作成し、学習教材として毎週新しいものに

更新することにした。学習者は個別的に教材を学習

するだけでなく、Web メールによって教材や英語学

習に関する質問事項を高校側の先生と大学側の教員

である著者に投げかけることができるようにした。 

3333----3. 3. 3. 3. 講座講座講座講座のののの流流流流れれれれ    

 講座の流れは以下の通りである。 

        (1)受講申込み:クラス単位 

(2)事前説明：講座担当講師が先生方に講座内容・ 

学習方法等を説明。 

(3)出前講座：（初回）講座担当講師が高校で生徒   

に講座内容・学習方法等を講義。 

(4)オンライン講座：(２回目以降)クラス単位によ 

る学習・自主学習・指導助言等を行う。 

(5)配信回数：５回～１０回程度(クラス毎に相談  

に応じる。) 

(6)配信開始日：随時(クラス毎に相談に応じる。) 

(7)配信終了日：クラス毎に相談。 

3333----4. 4. 4. 4. クラスクラスクラスクラス編成及編成及編成及編成及びびびび個人情報保護個人情報保護個人情報保護個人情報保護対策対策対策対策    

英語学習支援講座は高校の先生の申し込みによっ

てクラスを編成し、各々のクラスには他校や他クラ

スの生徒が混在することはない。クラス名は申込み

順に「英語学習支援Ⅰ」「英語学習支援Ⅱ」「英語学

習支援Ⅲ」・・・、高校のクラス担当者は「クラス担

任Ⅰ」「クラス担任Ⅱ」「クラス担任Ⅲ」・・・となる。 

生徒の氏名は高校側の先生が割り振られた番号を

使用することとして、大学側の教員には生徒個人を

特定できないようにした。また、本講座で知り得た
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個人情報が外部に漏れることがないように細心の注

意を払った。 

本講座の英語学習支援のページに入るにはユーザ

ID とパスワードが設定されているため、学習者登録

を行った者のみが以下に示すページへログインする

ことができる。無関係な第三者が英語学習支援のペ

ージに入るのを防いだ。 

 

3333----5. 5. 5. 5. MoodleMoodleMoodleMoodle 上上上上ののののコースフォーマットコースフォーマットコースフォーマットコースフォーマット    

    本講座ではコースフォーマットとして「ウイーク

リーフォーマット」を選択した。このフォーマット

によって、コースは開始日と終了日が明確な週の単

位で構成され、各週は活動で構成されることになる。

トップのボックスにコース全体の概要を表示させる

ことができるが、ここでは「コミュニケーション・

ルーム＜学習相談室＞」とネット上にあるオンライ

ン辞書に対するリンクを置いた。 

    

3333----6666. Web. Web. Web. Web メールメールメールメールのののの使用使用使用使用    

「コミュニケーション・ルーム＜学習相談室＞」

で Web メールを使用して生徒への連絡を行ったり質

問を受け付けたりした。本来、Moodle 上のコースに

参加するためには e-mail アカウントを所持してい

ることが条件である。しかし、たとえ高校でパソコ

ンを使用していても、或いは自宅にパソコンがある

としても、高校生で e-mail アカウントを持っている

者はいない可能性があるのではとの考えから、

Moodle の運用・管理を担当している総合情報基盤セ

ンターに高校生のためのメール・サーバを立ち上げ

て頂いた。メールに関する指導は高校側にお願いし

た。講座期間中にメールに関する問題が発生するこ

とはなかった。 

 

3333----7777. . . . 教材内容教材内容教材内容教材内容    

    下に示したのは第１週目の箇所である。「単語確

認」「教材(リスニング演習）」「用語集(単語集)」「日

本語訳」「コミュニケーション・ルーム(Web メール)」

で構成されている。 

    

「単語確認」は Hot Potatoes の JMatch で作成し

たマッチング問題である。得点データは残らないが

単語力養成のための練習問題として利用できる。 

「教材(リスニング演習)」は本講座の中心となる

ものである。リスニング演習は英語音声を聴きなが

ら英語の空欄に適当な語を入力する穴埋め(クロー

ズ)形式によって行われる。教材は Moodle の機能の

一つである活動「小テスト」によって作成すること

になる。小テストの作成はヘルプに詳しく記述され

ているため、ヘルプの指示に従って作業すれば問題
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作成は容易である。音声データもキー操作だけで教

材の中に埋め込むことができる。 

    「用語集(単語集)」は教材に出現する単語を手入

力したものである。外部で入力したファイルをイン

ポートすることやコース上で作成したものをファイ

ルとして外部へエクスポートすることも可能である。 

「日本語訳」はウェブページ形式で簡単に作成で

きる。 

3333----8. 8. 8. 8. コラボレーションコラボレーションコラボレーションコラボレーション    

    当初は高校の先生方との教材の共同開発を目指し

ていたが、お互いの多忙さのため、著者が教材を準

備することとなった。しかし、「中間考査対策問題」

に関しては、高校の先生からのリクエストに応じる

形で作成した。問題原稿をメールで送付して頂いた

ものを著者が Moodle 上で問題形式として機能する

ようにした。 

 生徒たちのオンライン学習に際しては、協力校が

普通科進学校でもあり、パソコン室が１教室しかな

く、生徒たちが自由に使える時間に制約があったが、

授業担当者の判断で、普段の授業以外の早朝課外の

時間に教材としても活用頂いた。 

3333----9999. . . . データデータデータデータ管理管理管理管理((((成績成績成績成績・・・・アクセスログアクセスログアクセスログアクセスログ))))    

    「小テスト」は次の画面で詳細設定ができる。下

の場合は「受験回数＝制限無し」、「評点方法＝最高

評点」という設定にしている。各生徒は無制限に小

テストを受験することができ、受験した小テストの

得点が全てデータとして残るようになっているが、

本人の得点としては最高評点を採用することになる。 

    

クラス毎の成績データは Excel 形式やテキスト形式

でダウンロードできるようになっている。 

 アクセスログでは「学習者全体／特定の学習者」

「全ての日付／特定の日付」「全ての活動／特定の活

動」などを選択的に表示することができるため、学

習管理・学習指導等を必要に応じて的確に行うこと

ができる。 

    

4. 4. 4. 4. おわりにおわりにおわりにおわりに    

本稿では、「熊大サマースクール」のプログラムの

一つとして実施した高校英語教師向けの対面形態に

よる「IT 環境を活用した英語学習支援講座」、更に

「熊本大学地域貢献特別事業」の一環であるオンラ

イン公開講座「e-Learning Station」で実施した高

校生対象に実施した高校英語学習支援事業について

述べた。従来の高大連携は出前授業という形態であ

ったが、インターネットの普及に伴い、高校や自宅

に居ながらにして大学の教員の講義を受講すること

が可能となった。オープンソース Moodle を用いた試

みは今後の大学と高校の間の連携活動の可能性を示

すものであると考える。 

オープンソース Moodle を用いた高校英語学習支

援事業は大学内の複数の部局からの協力と支援によ

り実現したものである。また、協力校の校長先生及

び授業担当の先生の本事業に対するご理解とご協力

に対して感謝したい。 
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